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様式２【施工者確認用】






森林作業道チェックリスト

チェックリスト記載日：年号　　年　　月　　日


事業名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


事業主体名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


路線計画代表者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


施工者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実施市町村名：　　　　　　　　　　　　　　　

路線名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　

起点：　林班　　　　　　林小班                

終点：　林班  　　　　　林小班                

幅員：　　　ｍ　

延長：　　　ｍ

路線計画図（1/5000）


	区分
	チ　ェ　ッ　ク　項　目
	ﾁｪｯｸ欄
	特記事項

	Ⅰ
施
工

	１
土
質

	①　土質を検討したか。　
	
	

	
	
	②　土質に応じた施工方法を検討し、実施したか。（切土の直切の可否など、特記事項欄に記入）
	
	

	
	２
切
土

	①　切土高は1.5ｍ程度以内を基本としたか（ヘアピン区間等を除く）。なおかつ高い切土が連続しないように施工したか。（施工できなかった区間がある場合、必要により路線図に記入）
	
	

	
	
	②　切土のり面勾配は土砂の場合は５～８分、岩石の場合は３分を基本として施工したか【直切が可能な場合は、切土高が1.2ｍ程度以内で直切を実施可】。（施工できなかった区間がある場合、必要により路線図に記入）
	
	

	
	３
盛
土

	①　堅固な路体をつくるために、締固めは概ね30ｃｍ程度の層ごとに十分に行ったか。
	
	

	
	
	②　盛土のり面勾配は、盛土高や土質等にもよるが、概ね１割より緩い勾配で施工しているか。また、盛土高が２ｍを超える場合は、１割２分～１割５分程度の勾配で施工したか。（施工できなかった区間がある場合、必要により路線図に記入）
	
	

	
	
	③　腐朽し、盛土路体が劣化する原因となる末木、枝条などを盛土路体に巻き込まないように施工したか。
	
	

	
	
	④　作設現場にある丸太を無意味に盛土路体に巻き込ないよう施工したか【路体の劣化を招くだけでなく、締め固めができないので、行わない】。
	
	

	
	
	⑤　剥ぎ取り表土を盛土のり面の緑化材料として活用したか。
	
	

	
	
	⑥　ヘアピンカーブにおいては、路面高と路線配置を精査し、盛土箇所を谷側に張り出す場合には、締固めを繰り返し行ったり、構造物を設けるなどして、路体に十分な強度を持たせるように施工したか。
	
	

	
	
	⑦　盛土の土量が不足する場合は、当該盛土の前後の路床高の調整など縦方向での土量調整を行ったか。
	
	




	区分
	チ　ェ　ッ　ク　項　目
	ﾁｪｯｸ欄
	特記事項

	Ⅰ
施
工

	４
曲線部
	①　林業機械が安全に走行できるよう、内輪差や下り旋回時のふくらみを考慮した曲線部の拡幅を確保したか。
	
	

	
	５
簡
易
構
造
物
等

	①　構造物は、適切なものを選定し、適切な位置に設置したか【作設指針に適合する簡易なものとし、不必要に高価で高規格なものを使っていないかの観点】。（高規格な構造物を設置した場合、特記事項欄に記入）
	
	

	
	
	②　やむを得ず軟弱地盤の箇所を通過する場
合は、水抜き処理を行ったり、側溝等を設置したか。（必要により、施工箇所を路線図に記入）
	
	

	
	
	③　やむを得ず森林作業道の作設に不向きな黒ぼくや粘土質のロームなどの箇所を通過する場合は、必要な路面支持力を得るため、砕石を施すなどの対策をとったか。（必要により、施工区間を路線図に記入）
	
	

	
	
	④　火山灰土など、一度掘り起こすと締固めが効かない土質の箇所で掘削を行う場合は、火山灰土などの深さに応じて、剥ぎ取ったり深層と混ぜ合わせる等の工夫をしたか。
	
	

	
	
	⑤　２ｔ積トラックなど設置圧の高い車両が走行する場合には、荷重を分散させるため丸太組による路肩補強工を施工したか。（必要により、施工区間を路線図に記入）
	
	

	
	６
排水施設

	①　路面の縦断勾配、当該区間の延長及び区間に係る集水区域の広がり等を考慮して、適切な間隔で設置したか。
	
	

	
	
	②　排水溝は、維持管理を考慮し、開きょとしたか。
	
	

	
	
	③　丸太を利用した開きょやゴム板などを利用した横断排水施設を設置する場合は、走行車両の重量や足回りを考慮したか。
	
	

	
	
	④　横断排水施設の排水先には、路体の決壊を防止するため、岩や石で水たたきを設置したり、植生マットで覆うなどの処理を行ったか。
	
	

	
	
	
	
	




	区分
	チ　ェ　ッ　ク　項　目
	ﾁｪｯｸ欄
	特記事項

	Ⅰ
施工

	６
排水施設

	⑤　湧水がある場合、側溝などを設け適切に導水処理を行ったか。（湧水がある場合、必要により、路線図に記入）
	
	

	
	
	⑥　小渓流を横断する場合は、原則として暗きょではなく洗い越しで施工したか。（必要により、施工箇所を路線図に記入）
	
	

	
	７
伐
開

	①　施業地の斜面の方向や地域の気象条件を考慮し、必要最小限の幅としたか。
	
	

	
	
	②　伐開の幅は、施業地の土質を考慮して決定したか。
	
	

	
	
	③　路線沿いの立木は、できるだけ残すようにしたか。（路肩部分の保護、車両の転落に対する走行上の安心感を与える効果もある）
	
	

	
	
	④　伐開の幅は必要な範囲に限定したか。
	
	

	Ⅱ
周辺環
境への
配慮

	①　森林作業道の作設工事中及び森林施業の実施中、公道や渓流に土砂が流出したり、土石が周辺に転落しないよう、必要な対策をとったか。（対策内容を特記事項欄に記入）
	
	

	
	②　事業実施中、希少な野生生物の生息・生育情報を知った場合、必要な対策を検討したか。（対策内容を特記事項欄に記入）
	
	

	Ⅲ
管理

	①　必要に応じて一般の車両の進入を禁止するなど適正な管理をしたか。（管理方法を特記事項欄に記入）
	
	

	
	②　丸太組工を施工したときは、地権者等に対して、施工箇所（外から施工箇所を確認できない場合）、腐朽状況の確認方法及び維持管理の方法等機能維持に必要な対策を具体的に説明したか（その場合、説明内容、説明相手方等の記録を保存すること）。（説明相手方等を特記事項欄に記入）
	
	

	
	③　ゲートの設置・施錠等により一般車両の　進入を禁止するなど、管理上必要な措置を　講じたか。
	
	

	
	④　森林作業道台帳は作成したか
	
	

	
	
	
	


　 注　 事業計画者や作業従事者が計画の企画立案や作設作業実施時に考慮した場合は、チェック欄に「☑」を記入するとともに、特に留意した点などを特記事項欄に記入すること。項目の該当がない場合は「－」を記入すること。
